
ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

も
と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

爆
発
事
故
が
発
生
し
ま
し
た

被
害
額
は
１
，５
０
０
万
円

　

５
月
７
日
に
、
も
と
み
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

原
因
は
キ
ャ
ン
プ
用
ガ
ス
缶
の

中
身
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
破
砕

機
内
で
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
爆
発
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
ガ
ス
缶
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●キャンプ用ガス缶の穴の開け方
　使い切ったガス缶を安定した場所
で裏返しにして、そこのへこんだ
部分に水を張り、釘などの鋭利な
もので穴を開ける
●ガス缶の処理手順
①中身を完全に使い切る
②缶に穴を開け、ガスを抜く
③破砕するごみ袋（ピンク色）に入
れる

キャンプ用ガス缶 カセットボンベ スプレー缶

家
庭
内
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）の
被
害
者
の
方
を
保
護
す
る
た
め
、

　
　
　
　

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
な
ど
は
制
限
で
き
ま
す

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
は
、
警
察

署
な
ど
に
相
談
を
行
っ
た
う
え

で
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に

対
し
て
支
援
措
置
の
実
施
を
申

し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
加
害
者

で
あ
る
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
住

民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
や
住
民
票
の
写
し
の
交
付

な
ど
に
つ
い
て
、
制
限
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
転
出
先
で
住
民
登
録

を
行
っ
た
と
し
て
も
、
市
区
町

村
に
支
援
措
置
の
実
施
を
申
し

出
る
こ
と
に
よ
り
、
転
出
先
の

住
所
な
ど
が
加
害
者
で
あ
る
配

偶
者
な
ど
に
明
ら
か
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課

　
（
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

住民登録は正しく行われていますか？
　住民登録は、氏名、生年月日、性別、住所、世帯主
との続柄などが記録され、国民健康保険、国民年金、
児童手当など各種行政サービスの基礎となっています。
お住まいの市区町村で、行政サービスを確実に受けら
れるようにするために、引越しなどにより住所を移し
た方は、速やかに住民登録の届出を行ってください。
　また、現住所で住民登録をしていない方や登録が抹
消されたままの方は、正しい住民登録が必要となりま
す。
※家庭内暴力などの被害者の方は、お申し出によって、
新たな住所地でも住民基本台帳の閲覧などを制限で
きます。詳しくは、お住まいの市区町村にご相談く
ださい。

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
が
地
域
に
お
い
て
尊
厳
の
あ
る
生
活

を
維
持
し
、
安
心
し
て
生
活
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
で
は

高
齢
者
虐
待
防
止
や
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者

虐
待
対
応
窓
口
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
の
予
防
・
支
援
を
目
的
に
、
関
係
機
関
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
「
高
齢
者
虐
待
防
止
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
大
き
く
５
つ
に

区
分
し
て
い
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待

　

高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ

る
、
ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の

あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

※
具
体
的
な
例

　

た
た
く
・
つ
ね
る
・
殴
る
・
蹴

る
・
火
傷
を
負
わ
せ
る
・
ベ
ッ

ド
に
縛
り
つ
け
た
り
し
て
身
体

を
拘
束
す
る
な
ど

●
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置

な
ど
、
高
齢
者
の
養
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と
。

※
具
体
的
な
例

　

髪
が
伸
び
放
題
、
皮
膚
が
汚
れ

て
い
る
。
空
腹
状
態
が
続
い
て

い
た
り
、
脱
水
症
状
や
栄
養
失

調
の
状
態
に
あ
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

　

高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴

言
、
著
し
い
拒
絶
的
な
対
応
な

ど
、
高
齢
者
に
著
し
い
心
理
的

外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
な
う

こ
と
。

※
具
体
的
な
例

　

排
泄
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
高

齢
者
に
恥
を
か
か
せ
る
、
怒
鳴

る
、
の
の
し
る
、
子
ど
も
扱
い

を
す
る
な
ど

●
性
的
虐
待

　

高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
、
ま
た
は
高
齢
者
を

し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ

る
こ
と
。

※
具
体
的
な
例

　

懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て

放
置
す
る
な
ど

●
経
済
的
虐
待

　

高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分

す
る
な
ど
、
高
齢
者
か
ら
不
当

に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ

と
。

※
具
体
的
な
例

　

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
使

わ
せ
な
い
、
本
人
の
年
金
・
預

貯
金
な
ど
を
本
人
の
意
思
・
利

益
に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
内
線
１
１
６
）

福島県市民交通災害共済  ～年間１人500円で、家族みんなを守ります～

法テラスをご存知ですか？
法的トラブルでお困りの方、お気軽にお問い合せ下さい。

平　日 ９：00～21：00
土曜日 ９：00～17：00時間0570－078374

お な や み な し

日本司法支援センター

北五老内町７－５ イズム37ビル ４階  TEL050－3383－5540
福島

国道４号　競馬場近く

本宮市上水道・下水道工事指定店　　TOTOリモデルクラブ会員の店　
〒969‒1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７　　Ｅメール　takamatsu.remo@gmail.com

太陽と地球の元気玉　自然エネルギー有効活用
エコキュート　IHクッキングヒーター

水廻り機器　水栓類全般　各種給湯機器・販売メンテナンス
住宅・設備リフォーム エコ省エネのご相談 見積　無料

TEL 33－5242　　FAX 34－1240

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社
本宮市本宮字

　平成21年度福島県市民交通災害共済は、交通事故被災者の方を救済する目的で、県内すべての市で運営して
いる共済制度です。国内の交通事故による災害の程度に応じて、見舞金が支給されます。万が一の交通事故に
備え、ご家族全員でご加入することをおすすめします。

◆加入資格
　本宮市に住民登録・外国人登録をされている方
◆共済期間
　加入日の翌日から平成22年３月31日
◆会費（掛金）
　１人500円
◆申込方法
　市役所生活安全課、白沢総合支所、白岩出張所で受け付けています。
◆請求期間
　事故発生日から２年間以内
◆問い合わせ先
　生活安全課　生活安全係（☎33－1111）
　白沢総合支所　市民福祉課　（☎44－2111）

等級 災 害 の 程 度 支給額

１ 死亡した場合 1,000,000円

２ 入院通院日数	 270日以上 300,000円

３ 入院通院日数	 180日以上 150,000円

４ 入院通院日数	 90日以上 70,000円

５ 入院通院日数	 60日以上 50,000円

６ 入院通院日数	 30日以上 40,000円

７ 入院通院日数	 ８日以上 30,000円

８ 入院通院日数	 ７日以上 20,000円

重度障害
見舞金

自動車損害賠償保障法施行令
第１級または第２級の障害 300,000円

▶
爆
発
に
よ
り
破
損
し
た
「
破
砕
機
」
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